
令和 6年度 自己評価・学校関係者評価報告書

学校法人 淡島学園 木内鳩の家幼稚園

園長 多賀真弓

1.教 育方針「友だちと関わる楽 しさや自分自身で目標を見つけ、や りとげてい くた くましさを育てる」

2.教 育目標 年少 ・喜んで登園 し、保育者に親 しみ、友達 と関わって楽 しく遊ぶ。

。自分の思つていることを伝えられるようにする。

・園生活の中で自分な りの力を発揮 して、色々なことに一生懸命取組む。

・喜んで登園 し色々な遊びや活動に取組む。

・全身を動かして遊ぶ楽 しさを味わい、保育者や友達 との関 りを深める。

・園生活を楽 しみ色々な活動や遊びに意欲的・創造的に取組む。

・人 との関わ りの中で社会生活における必要な習慣や態度を身に付ける。

・物事に積極的に取組み、最後まで頑張 り通す。

・言葉を使って表現する意欲や態度を育て、伝え合 う喜びを味わう。

3.令和 6年度の木内鳩の家幼稚園の評価項目

4.総 合的な評価

年長

項 目 取 り組み 評価

幼稚園生活の充実を図る 遊びの充実、園外活動、散歩、クラス活

動、行事、園庭

A

2 畑・栽培・自然 とのかかわ りを深める 野菜の栽培、植物採集、季節の自然 A

3 飼育・動物とのふれあいを大切にする 生き物の観察、生き物の飼育、園庭の虫

探し、公園散歩

A

4 保育研修等による保育の質の向上 オンライン研修や夏休み中の終日研修

への参加

A

5 幼児に対する理解を深める 幼児期の大切 さと育ちを知る A

6 職員の処遇改善 業務の見直しと改善 A

7 こども園移行 とシステム変更の対応に

つ い て

変更に伴 う説明や周知 A

評価 理 由

A 先生方が園児一人一人に丁寧に向き合い、安心 して子 どもを預けられる環境を提供 し

ている。幼稚園は毎年子 どもたちに合わせた活動を行い、子 どもたちはさまざまな活

動を通 じて成長 している。

毎月の誕生日会ではこれまで職員が劇をした りしていたが、今年度より父母や、地域

で活動 している団体、個人の方を呼んでパフォーマンスを楽 しむ機会を提供 してき

た。職員の負担軽減にもな り、子 どもたちもいろいろな機会に触れられることは良い

経験 となると思われる。

評価 (A十分に成果があった B成果があった C少 し成果があった D成果がなかった)

年 中



項 目 取 り組み
各委員の評価

2 4 5

幼稚園生活の充実を図
る

あそびの充実、園外活動、
散歩、クラス活動、行事、
園庭

A A A A A

2
畑・栽培 口自然とのか
かわりを深める

野菜の栽培、植物採取、季
節の自然

A A A A A

3
飼育・動物とのふれあ
いを深める

生き物の観察、生き物の飼
育、園庭の虫探 し、公園散
歩

A A A A A

4
保育研修等による保育
の質の向上

オンライン研修や、夏休み
中の終日研修への参加

A A A A A

5
幼児に対する理解を深
める

幼児期の大切さと育ちを知
る

A A A A A

職員の処遇改善 業務の見直しと改善 A A A A A

こども園移行とシステ
ム変更の対応について

変更に伴 う説明や周知 A A A A A

各委員の感想・意見

父母会との共催で親
子観劇会を開催 した
り、毎月の誕生日会
では先生方だけでは
なく、父母や外部の
パフォーマーの方々
の出し物を楽しむ機
会を設け、幼稚園生

活の充実を図つてく
ださつています。

毎月のお誕生日会、
先生達がお祝いで毎
回楽 しい劇をしてく
ださつていたのです
が、今年は保護者や
地域の団体から参加
者を募って、歌やダ
ンス、人形劇、ライ
ブペイン ト等いろん
な出し物をしていた
だきました。毎回子
どもも楽 しみにして
います。先生方の負
担も減 ります し、子
どもたちもいろんな
事に触れられる良い
きっかけになるの
で、素晴らしい取組
みだと感 じました。

先生方が園児 1人 1

人にしっかり向き
合ってくれていて、
安心してこどもを預
けることができま
す。丁寧にみていた
だけている分、先生
に負担をかけていな
いか少し心配です。
こどもは都内に居な
がら、自然に触れる
体験を色々させて頂
いているので満足し
ています。

毎年同じではなく、
保育の中で子どもた
ちに合わせた活動、
内容にしてくださつ
ている所に幼稚園の
方針を感じていま
す。実際、子どもも
とても楽しく幼稚園
に通っています。

先生方が子どもたち
と丁寧に関り、さま
ざまな体験が一つの

活動として留まるこ

となく、目的に向
かつて活動 していく
子どもたちの積み重
ねと、そこから始ま
る新たな経験への広
がりと、子どもたち
がワクワクしながら
主体的に活動 してい

る様子が伺えます。
今後も小さな体験の

積み重ねを大切にし
ていただければと応
援しております。


